











































































































Ａ幼稚園 10 月 11 月
Ｂ幼稚園 11 月 12 月
Ｃ保育園 10 月 11 月
























































25 mm と 38 mm の長さを準備する。













Ａ幼稚園 10 月 11 月
Ｂ幼稚園 11 月 12 月
Ｃ保育園 10 月 11 月










※平成 26 年度それぞれ月 1 回の活動




































　活動時間は 1 時間から 2 時間を想定していた


























Ａ幼稚園 平成 25 年度		10 月 5 名
Ｂ幼稚園 　　　　　　11 月 5 名
Ｃ保育園 　　　　　　10 月 4 名
Ｄ保育園 　　　　　　10 月 3 名
Ｅ保育園 　　　　　　12 月 3 名




















































































































者も含めると 1 クラス 30 人以下の子どもたち





























































































































































































































































































Ａ幼稚園 平成 25 年度		11 月 5 名
Ｂ幼稚園 　　　　　　12 月 5 名
Ｃ保育園 　　　　　　11 月 3名
Ｄ保育園 　　　　　　12 月 3名






















































































































































































































































Ａ幼 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ａ幼 4 ○ ○
Ａ幼 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ａ幼他 ○ ○ ○ ○
Ａ幼他
Ｂ幼 5 ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ幼 4 ○ ○
Ｂ幼 3 ○ ○ ○
Ｂ幼 3 ○ ○
Ｂ幼主 ○ ○ ○ ○
Ｃ保 5 ○ ○ ○
Ｃ保 4 ○
Ｃ保主 ○ ○ ○ ○
Ｃ保園 ○ ○ ○ ○ ○
Ｄ保 5 ○ ○ ○
Ｄ保 5 ○ ○
Ｄ保主 ○ ○ ○
Ｅ保主 ○ ○ ○ ○
Ｅ保他 ○ ○ ○ ○ ○
Ｅ保副園 ○ ○ ○ ○
Ｆ保 5 ○ ○
Ｆ保主 ○ ○ ○ ○ ○
計 8 20 17 18 9 3 2
　保育者が次の素材や用具を保育で使用したこ
とがあると答えたのは、「木片」8 名、「木の実」




























































































６．平成 25 年度の課題に対する改善の 
試みと平成 2６ 年度の木工活動の結果
　平成 25 年度の課題として挙げられた A「安
全に対する課題」が挙げられていた。

























































































Ｂ幼 5 1 時間はあっという間でした。そのくらい、子どもたちも集中して楽しんでいました。


























































































































































































第 50 回研究大会 発表
岩崎基次、2013 年、遊びと環境においての幼児と保育
者の視点を探る 1 ―学生の環境構成の捉えから―、
日本保育学会第 66 回大会 発表
岩崎基次、2014 年、遊びと環境においての幼児と保育
者の視点を探る 2 ―学生同士の意見の相違から環


















・ 安 全 に 対 す る 対 応　
［A］
・木工の素材の準備や活
動時間に対する活動の
位置づけ［B］
環境構成 指導計画の視点
○木工活動で幼児の表現
を支えるいろいろな道
具や身近な自然物等の
素材」準備［D］
○安全に活動ができる環
境構成（用具や場、人
とのかかわり）［A・E］
◇幼児の育ちや経験の積
み重ねを考えた道具の
使用や体験の計画［E］
◇ 1 つの活動から多様な
経験が得られ、表現の
深まりを考えた保育の
計画［F］
　これらのことに配慮し、保育のねらいに沿っ
て計画することで、これらの木工活動が生きた
教材になると考える。
　今回の木工活動は、園の協力のもとにこれら
の用具と素材を持ち込んで幼児の表現活動を保
育者と一緒に観察しながら、それを保育者が保
育として行う場合どのように考えるかという形
で行った。
　保育としては、保育のねらいを提示せずに環
境構成を設定して活動するということで、基本
的にはあり得ない想定である。しかし、このよ
うな状況で行ったことにより、保育者の意見等
を基に考察する中で、保育の意図、ねらいや環
境の構成の仕方によって、この活動が必要な教
材となるのかどうかが問われるのではないかと
考える。
　保育者の感想等にもあるように、このような
環境構成の中での木工活動は、幼児が長時間に
わたって意欲的に取り組んでいたことや幼児の
作品の状況から、5 歳児の幼児の興味関心が高
く、表現活動として有効な教材であるという手
ごたえを感じている。
　そこで次の研究の課題としては、この教材を
保育の中でどのようなねらいのもとに、どのよ
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